
学校感染症報告書 

 

 岐阜県立可茂特別支援学校長 様 

 

     部   年   組 氏名                

 

上記の者の感染症が、治癒したことを報告します。 

 

記 

 

【診断名】（該当する病名に ○ をつけてください｡） 

〇 

印 
病 名 

出席停止期間の基準 
（但し、医師が感染の恐れがないと認めた場合は この限りではない） 

 インフルエンザ（Ａ型・Ｂ型・不明・疑い） 発症後 ５日、かつ、解熱後 ２日が経過するまで 

 新型コロナウイルス感染症 発症後 ５日、かつ、症状軽快後 １日が経過するまで 

 百日咳 
特有の咳が消失するまで、または、５日間の適正な抗菌
剤による治療が終了するまで 

 麻しん（はしか） 解熱後 ３日を経過するまで 

 流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 耳下腺、顎下腺または舌下腺の腫脹が発現した後 ５日
間を経過し、かつ、全身状態が良好となるまで 

 風しん（三日はしか） 発疹が消失するまで 

 水痘（水ぼうそう） すべての発疹が痂皮化するまで 

 咽頭結膜熱（プール熱） 主要症状が消失した後 ２日を経過するまで 

 結核 症状により学校医その他の医師が感染の恐れがないと認
めるまで 

 髄膜炎菌性髄膜炎 症状により学校医その他の医師が感染の恐れがないと認
めるまで 

（上記以外の診断名については、下記 ↓ に該当する病名に ○をつけてください｡） 

コレラ・細菌性赤痢・腸管出血性大腸菌感染症・腸チフス 
パラチフス・流行性角結膜炎・急性出血性結膜炎 

症状により学校医その他の医師が感

染の恐れがないと認めるまで ＜その他の感染症＞ 

[                         ] 

※病院を受診したことがわかる書類を添付します。 

＜例：病院の診療明細書や調剤薬局の調剤明細書等･･･患者名､日付､薬剤名､医療機関名等が明記されたもの＞ 

 
 

 

◇ 発症（発熱）日  令和   年   月   日（  ） 

 

◇ 出席停止期間  令和   年   月   日（  ）～令和   年   月   日（  ） 

 

◇ 受診医療機関名                    診断日 令和   年  月  日 
 

 

令和   年   月   日  保護者氏名                  印 

医師の診断を受けた際の内容を保護者の方で記入いただき、登校の際に学校へ提出願います。 

（ご不明な点については、学校へお問い合わせください。） 



＜その他の感染症＞ 

下記は、条件によって出席停止の措置が必要と考えられる感染症の一例です。 

病 名 症 状 登校基準 

感染性胃腸炎 

（ノロウイルス、ロタウイルス等） 
嘔吐、下痢。 

下痢、嘔吐症状が軽減した後、全身状

態の良い者は登校可能。 

マイコプラズマ感染症 
咳（徐々に激しくなる）、発熱、

頭痛。 

症状が改善し、全身状態の良い者は

登校可能。 

溶連菌感染症 
発熱、咽頭痛、咽頭扁桃の腫脹や

化膿、頸部リンパ節炎。 

適切な抗菌薬療法開始後24時間以内

に他への感染力は消失するため、そ

れ以降、登校は可能。 

伝染性紅斑（りんご病） 

かぜ様症状、顔面の紅斑。 

発しんは両頬・四肢にレース状・

網目状の紅斑として出現。 

発しん期には感染力はないので、発

しんのみで全身状態の良い者は登校

可能。 

ＲＳウイルス感染症 発熱、鼻汁、咳、喘鳴。 
発熱、咳等の症状が安定し、全身状態

の良い者は登校可能。 

帯状疱疹 
片側性に、丘疹、小水疱が帯状に

群がって出現。 

病変部が適切に被覆してあれば登校

可能。 

手足口病 

発熱、口腔・咽頭粘膜に痛みを伴

う水疱。唾液が増え、手足末端、

肘、膝、臀部等に水疱。 

全身状態が安定している場合は登校

可能。 

ヘルパンギーナ 
突然の発熱（39℃以上）、咽頭痛、

咽頭に赤い発疹。 

全身症状が安定している場合は登校

可能。 

 


